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　今，この本を手にしている貴方は，きっと心のなかで“医者が書
いたココアの宣伝本か”と思われたことでしょう。でも，それは違
います。なぜ，そう断言できるのか。それは，私はこの本に書かれ
たココアに関する一連の研究の“目撃者”だからです。
　著者の一人である間藤卓先生が，私が所属する救命救急センター
の同僚だった頃の話です。ココアの研究の端緒は「チョコレートを
食べたら，傷が治った」という別の医師の休憩室での“たわいない”
発言でした（「創傷治癒促進効果」p37～に）。そのとき，間藤先生は
何かを感じたのか，私に「ココアの研究がしたい」と言ったのです。
この本に書かれた多くの研究の出発点は，まさにこの瞬間にあった
と思います。セレンディピティ（素敵な偶然に巡り合う），それは，
“心ある人間”にしか見つけられないことなのかもしれません。
　その後，共同研究者を求めて森永製菓の研究所（営業部ではな
く！）に間藤先生と出かけ，そこで本書のもう一人の著者である亀
井優徳氏に出会いました。亀井氏は企業にありながら研究者として
真摯に仕事をしてこられた優秀な方です。その後，二人を中心に
次々とココアに関する新しい知見が得られていきました。さらに，
チョコレート・ココア国際栄養シンポジウムにも参加し（このよう
な学会があることを知りませんでした！），多くの研究者と出会い，
研究のテーマは広がっていきました。それゆえ，本書は，私の目の
前で繰り広げられた“ココアの研究史”でもあるのです。そのよう
なことも，行間から感じながら，お楽しみいただければと存じます。

� 埼玉医科大学総合医療センター病院長
� 堤 　 晴 彦
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　本書は「患者さんがココアやチョコレートを食べたり飲んだりすることが，

けがや病気の回復に役立つかもしれない」と，救命救急センターでの診療中に

ヒントを得て偶然始まった探訪記です。当時カカオのポリフェノールは注目さ

れていましたが未知なことも多く，趣旨をご理解いただいた企業とささやかな

がら旅を始めたのでした。

　一緒に旅をしてくれた亀井さんには感謝の念に堪えません。いろいろ楽しい

ことが見つかった気もしますが，カカオには謎が多くまだまだ多くの秘密（セ

レンディピティ）が隠されているようです。本書に取り上げたなかには，いま

だ実験レベルやエビデンスが不十分なものも含まれますが，幸いココアはもと

もと長年愛されてきた実績があります。「おいしく飲んでいたら，いろいろよい

ことがあった」「迷ったらとりあえずココア！」というくらいの気持ちで飲みは

じめていただければと存じます。

　賢明な読者ならお気づきかもしれませんが，残念ながら一番目の謎が未解決

です。それは「なぜあのとき，患者さんはカカオを欲したのか？」です。一応，

私なりに仮説はあって，それは「切羽詰まると，ヒトは身体が欲しているもの

を感知し食べたくなる」というもので，医療の現場ではしばしばそういう“不

思議”に遭遇します。いつか研究してみたいと思っていますが，これこそイン

カの王様が愛飲していた秘密に通じる気がしています。

　最後に，これから人生の成熟期を迎える方々が，ココアと共により実りある

生活を送られるよう祈念いたします。

自治医科大学医学部救急医学講座・救命救急センター教授

間 藤 　 卓

あとがき
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